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High-Resolution Image Synthesis with
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	となる時、𝐾個のニューラルネットワークのうちの𝑘番目にいく確率は、
	となり、これらのことから交差エントロピーは以下のように定義できる。
	− ,𝑘=1-𝑘-,𝑡-𝑘.. 𝑙𝑜𝑔,𝑦-𝑘.
	これを3.3.1にて作成したものの中間層に追加する。
	３.３.３　交差エントロピーの最適化
	𝑤←𝑤−𝜂,∂L-∂w.,|-|-𝑤.
	勾配は,𝜕𝐿-𝜕𝑤.で表せられ、𝐿の値を小さくしたいので、傾きの逆方向に𝑤を変化させる。こうすることで、𝐿を最小にする𝑤に徐々に近づけていくことができる(図3)。
	４.結果
	前述したシステムの実装の結果、作成できたアートワークを図4に示す。今回の研究により、曲からPromptsを生成し、複数の雰囲気の画像を生成することができた。
	５.今後の展望
	現在はPythonをメインにローカル環境でしか実行できないか、サーバー上にホスティングしてどのような機種でも簡単に本サービスを利用できるようにしたい。
	また、現在は学習量の関係で十分な結果が得られていないため、より精度を向上させることで、アートワークを見ただけでどのような雰囲気の曲なのか、ある程度判別できるようにしたい。
	勾配降下法の試行回数とともにLが最初に近づいて行っているのがわかる。
	さらに、Spleeterにて音源分離を行った後に使われている楽器などの情報を得て、そこから想像されうるPromptsを作成する方法や、他の情報源として歌詞データなどを利用することも考えている。
	今後、音楽だけではなく日常の音などにも利用できれば、聴覚に困難さを感じる方々に対する標識の作成などにも役立てるかもしれない。継続して今後の発展について研究したい。
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